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Calculated MW:48 kDa; Observed MW:48 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、従来のアクチンと顕著なアミノ酸配列相同性を持つアクチン関連タンパク質（ARP）ファミリーのメンバーをコードしています。アクチンとARPは共に、ATP結合溝であるアクチンフォールドを共通の特徴として有しています。ARPは、小胞輸送、紡錘体の配向、核移動、クロマチンリモデリングなど、多様な細胞プロセスに関与しています。この遺伝子は、哺乳類のBAF（BRG1/brm関連因子）複合体の53 kDaサブユニットタンパク質をコードしており、これはS. cerevisiaeおよびDrosophilaのSWI/SNF複合体と機能的に関連しています。SWI/SNF複合体は、クロマチンを介した転写抑制に拮抗することで、特定の遺伝子の転写活性化を促進すると考えられています。β-アクチンと共に、このタンパク質はBRG1のATPase活性を最大化し、BAF複合体とクロマチン/マトリックスとの結合に必要です。2つの異なるタンパク質アイソフォームをコードする3つの転写バリアントが報告されています。 [RefSeq提供、2008年7月]
	研究分野
	-
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	ACTL6A抗体（1:1000希釈）を使用したHela、MCF-7、HepG2、U2OSにおけるACTL6Aのウエスタンブロット検出。
	

	AMRe86499 を 1:1000 で使用して K562、Jurkat 細胞からの抽出物をウェスタン ブロット分析しました。

